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夫
れ
仏
道
に
入
る
根
本
は
信
を

以
て
本
と
す
。五
十
二
位
の
中
に
は

十
信
を
本
と
す
。十
信
の
位
に
は
信

心
初
め
な
り
。た
と
い
悟
り
な
け
れ
ど

も
信
心
あ
ら
ん
者
は
鈍
根
も
正
見

の
者
な
り
。た
と
い
解
り
あ
れ
ど
も
信

心
な
き
者
は
誹
謗
闡
提
の
者
な
り
。

(

中
略) 

し
か
る
を
今
の
世
に
世
間
の
学

者
の
云
く
、
た
だ
信
心
ば
か
り
に
て

解
す
る
心
な
く
、
南
無
妙
法
蓮
華

経
と
唱
ふ
る
ば
か
り
に
て
は
い
か
で
か

悪
趣
を
ま
ぬ
か
る
べ
き
と
云
云
。 

此
の
人
人
は
経
文
の
ご
と
く
な
ら 

     

ば
阿
鼻
大
城
ま
ぬ
か
れ
が
た
し
。
さ

れ
ば
さ
せ
る
さ
と
り
な
く
と
も
、
南
無

妙
法
蓮
華
経
と
唱
ふ
る
な
ら
ば
悪

道
を
ま
ぬ
か
る
べ
し
。 

(

法
華
経
題
目
鈔) 

 

丙
申
歳
の
新
春
を
迎
え
、
年

頭
に
お
題
目
を
唱
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
宗
祖
は
、

「
一
日
の
命
は
三
千
界
の
財
に
も

す
ぎ
て
候
な
り
」
と
教
え
諭
さ
れ

て
い
る
通
り
、
「
い
の
ち
に
合

掌
」
し
宿
福
深
厚
と
受
け
と
め

ま
し
て
、
謹
ん
で
賀
詞
を
言
上

し
、
心
か
ら
御
悦
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

   

   

こ
こ
に
、
御
降
誕
七
九
四
年

目
の
迎
春
慶
祝
を
む
か
え
、
全

国
五
二
〇
〇
ケ
寺
の
日
蓮
宗

寺
院
に
お
い
て
、
約
三
八
五
万

人
と
も
い
わ
れ
る
宗
門
檀
信

徒
と
共
に
、
日
蓮
大
聖
人
さ
ま

に
鴻
恩
に
謝
し
、
御
遺
徳
を
お

慕
い
す
る
、
宗
門
あ
げ
て
の
宗

祖
御
降
誕
「
八
〇
〇
年
」
の
慶

節
に
向
け
て
の
報
恩
行
と
し

て
、
各
種
の
「
慶
讃
記
念
事
業
」

や
「
慶
讃
法
要
」
が
展
開
奉
行

さ
れ
て
い
ま
す
。 

幸
い
、
當
山
に
お
い
て
は
、

昨
年
中
は
、
檀
信
徒
の
皆
様
や

篤
信
者
の
方
々
よ
り
、
當
山
の

護
持
興
隆
の
為
や
宗
祖
日
蓮

大
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶

讃
記
念
事
業
な
ど
の
ご
報
恩

ご
浄
財
喜
捨
に
よ
っ
て
、
昨
年

よ
り
、
第
二
期
工
事
に
は
い
り
、

妙教寺だより 第 40号 

平成 28年 元旦 

但
行 

礼
拝 

平
成
二
十
八
年 

 

山
下
火
丙
申
歳 

  
 
 
 
 

元
旦 

年 

頭 

の 

ご 

挨 

拶 

妙
教
寺
第
七
世 

 

順
信
院
日
薫 

荒 

木 

英 

知 

初
頭
の
宗
祖
の
遺
訓 

第
二
期
慶
讃
事
業
に
つ
い
て 
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本
堂
御
内
陣
の
曲
録
新
調
や

登
高
座
仏
具
彩
色
修
復
並
び

に
内
陣
幢
幡
天
蓋
仏
具
移
設

や
本
堂
正
面
外
階
段
補
修
工

事(

修
復
中)
や
境
内
本
堂
庫

裡
水
道
ポ
ン
プ
設
置
工
事
・
防

犯
カ
メ
ラ
移
設
工
事
（
慶
讃
事

業
委
員
会
よ
り
事
業
報
告
詳

細
は
別
紙
）
な
ど
の
改
修
が
終

わ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
八
〇
〇
年
慶
讃
事
業

別
途
の
事
業
関
係
で
は
、
護
持

会
よ
り
、
檀
信
徒
接
待
用
の
業

務
用
大
型
冷
蔵
庫
の
新
設
な

ど
の
、
ご
浄
財
喜
捨
や
助
成
を

賜
り
、
本
年
も
こ
れ
か
ら
の
諸

事
業
等
に
対
し
て
、
皆
様
方
の

一
層
の
ご
支
援
を
頂
き
、
異
体

同
心
し
、
そ
の
完
遂
に
向
か
い

た
い
と
存
じ
ま
す
。 

   

尚
又
、
妙
教
寺
中
興
ノ
祖
第

五
世
・
元
寇
園
教
会
第
四
世
・

順
忠
院
日
貫
（
英
忠
）
上
人
が

ご
遷
化
さ
れ
、
十
三
年
目
を
迎

え
、
昨
秋
十
一
月
十
五
日
（
日
）、

當
山
参
道
は
、
ほ
の
か
な
菊
薫

る
季
節
、
又
、
ご
本
堂
ご
内
陣

も
純
白
薄
紅
蘭
花
の
香
や
蝶

の
翅
に
包
ま
る
る
な
か
、
恩
師

日
貫
上
人
ご
生
前
の
御
遺
徳

を
偲
び
、
多
数
の
檀
信
徒
の
皆

様
よ
り
、
知
恩
感
謝
の
お
塔
婆

を
建
立
し
て
ご
報
恩
法
要
が

奉
行
さ
れ
ま
し
た
。 

         

御
祥
当
第
十
三
回
忌
の
法

要
の
儀
を
、
當
山
の
副
干
与
人

圓
頓
寺
住
職
・
荒
木
英
人
上
人
、

大
安
寺
住
職
・
秋
吉
英
守
上
人
、

妙
正
寺
修
弟
・
田
中
潮
成
上
人
、

元
寇
園
教
会
担
任
・
髙
野
英
典

上
人
の
各
聖
の
式
衆
出
仕
を

頂
き
、
檀
信
徒
の
聖
徒
の
皆
様

や
ご
信
者
さ
ま
の
ご
列
席
を

賜
り
、
厳
修
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
こ
と
は
、
皆
様
方
の
ご

報
恩
厚
志
の
賜
物
と
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

あ
れ
か
ら
、
小
衲
、
精
励
に

心
魂
を
傾
け
十
三
年
、
顧
み
れ

ば
、
信
徒
育
成
衆
庶
善
導
布
教

の
住
職
の
勤
め
を
果
た
す
な

か
、
心
を
深
く
し
て
、
日
貫
上

人
や
日
賢
上
人
・
日
英
法
尼
の

先
師
を
ば
往
う
を
追
い
、
情
を

遠
く
し
て
化
を
逐
え
ば
、
追
慕

の
念
い
、
尚
、
止
み
が
た
く
、

① 

特
に
、
夙
に
三
寶
を
尊
信

し
、
檀
信
徒
の
病
悩
を
救
い
、

衆
苦
を
癒
し
、
そ
の
信
望
を
集

め
、
當
山
の
寺
門
丹
精
に
於
い

て
も
、
お
題
目
の
拠
点
拡
大
を

は
か
り
、
教
宣
拡
張
と
檀
信
徒

の
教
化
育
成
に
力
を
注
が
れ

た
、
日
英
法
尼
が
、
平
成
二
十

四
年
六
月
十
七
日
、
油
つ
き
て

火
の
消
る
が
ご
と
く
泊
然
と

し
て
、
遷
化
に
遭
い
、
豊
橋
市

大
法
寺
ご
住
職
石
橋
卓
定
僧

正
に
御
導
師
を
頂
き
、
葬
送
の 

            

第
十
三
回
忌
奉
行
の
御
禮 

2021年 2月 16日 

（平成 33年）  

宗祖日蓮大聖人 

御降誕 800年 

十
三
年
間
を
振
返
れ
ば 

順忠院日貫上人の御霊前焼香 

される参列者の皆さん 
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儀
を
奉
行
し
、
聊
か
坊
守
に
対

す
る
報
恩
の
誠
を
奉
げ
る
勤

め
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

次
に
、
② 
慶
讃
第
二
期
記

念
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
二
十
六
年
五
月
、
「
総
本
山

身
延
山
久
遠
寺
」
「
七
面
山
」

や
諸
本
山
へ
、
三
十
二
名
の
聖

徒
の
ご
参
加
で
、
霊
山
浄
土
へ

赴
く
契
を
結
ぼ
う
と
懇
願
し

な
が
ら
、
慶
讃
記
念
事
業
の
円

成
や
信
行
の
研
鑽
成
就
と
菩

薩
道
を
求
め
る
有
り
難
い
報

恩
参
拝
を
奉
行
す
る
こ
と
出

来
ま
し
た
。 

亦
、
③ 

平
成
二
十
七
年
一
月

に
、
妙
教
寺
嘱
託
職
員
髙
野
英

典
師
は
、
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御

降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃
記
念
の

乙
未
歳
の
中
期
慶
節
を
契
機

に
、
元
寇
園
教
会
第
六
世
の
担

任
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
こ
と

な
ど
、
正
し
く
師
範
日
貫
上
人

の
薫
陶
に
よ
る
も
の
と
深
謝

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

更
に
は
、
④ 

近
年
、
葬
儀
、

墓
、
お
寺
の
三
離
れ
が
深
刻
で
、

そ
う
し
た
人
と
人
の
関
係
が

急
激
に
希
薄
に
な
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
寺
門

に
お
い
て
は
、
新
た
に
十
七
軒

の
納
骨
堂
お
霊
屋
を
取
得
さ

れ
た
護
持
会
会
員
の
お
檀
家

さ
ま
が
増
え
た
こ
と
や
、
ま
た
、

今
般
、
平
成
二
十
四
年
五
月
よ

り
ご
寄
進
の
勧
募
を
開
始
し

ま
し
た
、
妙
教
寺
の
御
降
誕
八

〇
〇
年
慶
讃
記
念
事
業
な
ど

を
目
指
し
、
檀
信
徒
の
皆
様
の

ご
支
援
を
頂
き
、
只
今
、
教
宣

拡
張
の
布
教
活
動
を
推
進
す

る
と
こ
ろ
の
現
況
を
、
読
経
ご

回
向
で
ご
報
告
申
し
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
日
貫

上
人
の
甚
深
な
る
ご
遺
徳
の

賜
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

  

さ
て
、
巻
頭
の
宗
祖
日
蓮

大
聖
人
さ
ま
の
御
遺
訓
を

要
約
す
れ
ば
「
仏
道
に
入
る

根
本
は
、
信
心
を
も
っ
て
最
も

根
本
と
す
る
。
仏
道
修
行
の
上

で
悟
り
に
到
達
す
る
ま
で
の
順

序
を
示
さ
れ
、
そ
の
出
発
点
と

し
、
十
信
の
位
の
な
か
で
は
、

信
心
が
一
番
は
じ
め
な
の
で
あ

る
。
故
に
、
た
と
え
経
文
の
意

味
や
教
え
を
理
解
出
来
な
く
と

も
、
信
心
の
あ
る
者
は
鈍
根
で

あ
っ
て
も
、
正
し
く
も
の
が
見

え
る
者
と
い
え
る
。
反
対
に
自

分
は
理
解
で
き
た
と
思
っ
て
い

る
者
で
も
、
信
心
の
な
い
者
は
、

仏
に
な
る
べ
き
種
が
断
た
れ
、

決
し
て
成
仏
で
き
な
い
の
で
あ

る
。」
と
説
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
そ
の
証
し
に
、
ご
本
仏

釈
尊
が
唯
有
一
乗
法
の
法
華

経
の
涌
出
品
で
「
疑
い
を
生
じ
て

信
じ
な
い
者
は
、
す
な
わ
ち
必
ず
悪

道
に
堕
ち
る
」
等
と
有
解
無
信
の

者
に
つ
い
て
垂
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
仏
教
、
こ
と
に

法
華
経
・
お
題
目
信
仰
の
か
な

め
は
絶
対
な
る
信
心
を
専
心

す
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
す
。 

寿
量
御
本
仏
釈
尊
が
御
説

に
な
ら
れ
た
「
法
華
経
の
南
無

妙
法
蓮
華
経
」
を
信
ず
る
心
を

持
た
な
い
者
の
知
恵
は
、
い
く

ら
優
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
も
所
詮
は
こ
ざ
か
し
き
凡

夫
の
知
恵
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

   

私
た
ち
聖
徒
は
、
深
く
信
心

を
起
こ
し
て
、
佛
知
見
を
も
っ

て
境
涯
を
開
き
、
智
慧
を
磨
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
御
本
仏
さ
ま
や
日

仏
道
に
入
る
根
本
と
は 

恩
得
を
心
肝
に
そ
み
て 
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蓮
大
聖
人
さ
ま
の
恩
徳
を
心

肝
に
そ
み
て
、「
深
く
信
心
を
発

し
て
、
日
夜
朝
暮
に
磨
く
べ
し
。
」
と

一
生
成
仏
抄
に
説
か
れ
て
い

る
よ
う
に
、
自
ら
の
お
題
目
を

信
じ
る
力
が
仏
智
を
生
み
育

て
、
人
生
を
照
ら
し
て
く
れ
る

の
で
す
。 

本
年
こ
そ
、
お
題
目
の
信
仰

に
導
い
て
下
さ
れ
た
、
日
蓮
大

聖
人
さ
ま
の
弘
教
の
志
を
た

も
ち
、
そ
の
志
を
未
来
に
伝
え

続
け
ん
と
、
我
も
「
弘
通
の
人
」

と
な
る
こ
と
を
誓
い
、
そ
し
て
、

内
に
て
は
、
我
慢
偏
執
の
心
を

な
く
し
て
、
現
世
安
穏
・
後
生

善
処
を
求
め
て
は
「
お
題
目
」

を
受
持
し
一
心
に
唱
え
る
こ

と
こ
そ
は
、
宗
祖
が
、
「
法
華

経
を
語
り
申
さ
ん
も
の
は
、
教
主
釈

尊
の
御
使
な
り
。
」（
四
条
金
吾
殿

御
返
事
）
と
ご
教
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
仏
子
の
自
覚
を
も

っ
て
、
教
主
釈
尊
の
御
使
と
し

て
「
聖
徒
の
本
分
」
を
尽
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
聖
徒
の
人
材
育
成

を
目
指
し
、
家
庭
や
地
域
社
会

へ
、
お
題
目
を
唱
え
る
人
々
の

和
を
、
大
き
く
広
げ
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
日

蓮
大
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年

慶
讃
記
念
で
、
日
蓮
宗
宗
門
が

提
唱
す
る
と
こ
ろ
の
、
「
お
題

目
総
弘
通
運
動
」
の
意
義
で
あ

り
ま
す
。 

今
年
も
、
受
け
難
き
人
身
、

値
い
難
き
仏
法
に
遭
い
合
え

た
こ
と
に
感
謝
し
、
積
功
累
徳

を
か
さ
ね
て
護
法
護
持
の
た

め
、
檀
信
徒
聖
徒
各
位
の
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
微
衷
を
伸
べ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 一

心
合
掌 

 

      

来
る
、
正
月
十
一
日
（
成
人

の
日
）
、
當
山
で
は
、「
開
運
星

祭
り
・
守
護
神
祭
」
や
「
年
始

お
施
餓
鬼
供
養
会
」
並
び
に

「
福
引
き
大
会
」
が
奉
修
さ
れ

ま
す
。 

た
と
え
忙
し
く
と
も
必
ず

ご
家
族
で
参
詣
す
る
よ
う
心

が
け
て
、
皆
様
と
共
に
、
ご
先

祖
様
へ
積
善
の
功
徳
を
送
り

報
恩
の
ま
こ
と
を
さ
さ
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

尚
、
日
々
の
お
参
り
必
携
の

妙
教
寺
檀
家
袈
裟
・
念
珠
と
経

本
・
行
衣
（
経
帷
子
）
な
ど
着

帯
し
ご
参
拝
下
さ
い
。 

當
山 

 

    

 

 

※ 

当
日
、「
初
春
福
引
大
会
」

を
い
た
し
ま
す
。 

※ 

例
年
の
通
り
賞
品
を
募
集

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
提

供
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
す
。 

※ 

尚
、
賞
品
は
、
個
人
名
・

企
業
名
を
発
表
い
た
し
特

別
賞
と
し
ま
す
。 

※ 

ご
提
供
の
賞
品
は
、
都
合

上
、
前
日
ま
で
お
届
け
下

さ
い
。 

※ 

ご
提
供
者
の
方
は
、
前
日

ま
で
ご
一
報
頂
け
れ
ば
参

上
い
た
し
お
預
か
り
い
た

し
ま
す
。 

妙
教
寺
護
持
会 

妙
教
寺
婦
人
会 

妙
教
寺
信
行
会 

福
引
特
別
賞
品 

提
供
に
つ
い
て
の 

お
知
ら
せ 

開
運
星
祭
り
・
守
護
神
祭 

施
餓
鬼
会
・
福
引
き
大
会 

開
運
星
祭
り
・
守
護
神
祭 

施
餓
鬼
会
・
福
引
き
大
会 
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護
持
会
会
長
・
筆
頭
総
代 

古
賀 

静
枝 

             

昨
年
は
護
持
会
の
各
行
事

に
御
参
加
、
御
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

私
達
は
お
題
目
の
教
え
を 

   

柱
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。 お

題
目
を
お
唱
え
し
て
い

る
と
、
い
つ
も
お
祖
師
様
が
そ

ば
に
居
て
私
達
を
見
守
っ
て

下
さ
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま

す
。
色
ん
な
事
を
お
願
い
し
な

く
て
も
、
全
て
私
の
心
の
中
を

知
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。 

こ
の
信
仰
を
与
え
て
頂
い

た
ご
先
祖
様
に
感
謝
し
、
導
き

ご
指
導
下
さ
っ
た
亡
・
御
前
様

（
日
貫
上
人
）
や
亡
・
奥
様
（
日

英
法
尼
）
に
も
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
合
掌
。 

昨
年
、
十
一
月
十
五
日
に
日

貫
上
人
の
十
三
回
忌
の
法
要

が
営
ま
れ
ま
し
た
。
報
恩
の
お

題
目
を
お
唱
え
し
て
い
る
と

ご
生
前
の
御
前
様
の
事
が
思

い
出
さ
れ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら

れ
る
五
か
月
ほ
ど
前
、
お
弟
子

に
な
ら
れ
る
英
典
上
人
と
共

に
朝
早
く
月
回
向
で
お
い
で

に
な
り
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら

「
三
十
年
ぶ
り
に
来
た
ね
！
」

と
言
っ
て
三
十
分
ぐ
ら
い
ゆ

っ
く
り
と
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
話
し
て
い
か
れ
た
の
を
、
つ

い
こ
の
間
の
事
の
よ
う
に
思

い
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、

御
前
様
は
ほ
と
ん
ど
元
寇
園

教
会
に
従
事
さ
れ
て
あ
り
ま

し
た
。 

法
要
中
、
一
生
懸
命
お
題
目

を
お
唱
え
し
て
い
る
と
目
の

前
が
明
る
く
な
り
、
元
寇
園
教

会
を
、
妙
教
寺
同
様
よ
ろ
し
く

頼
む
と
云
っ
て
あ
る
様
で
、
思

い
知
ら
ず
「
頑
張
り
ま
す
」
と

云
い
ま
し
た
。 

こ
の
十
三
回
忌
と
云
う
大

き
な
節
目
を
会
長
と
し
て
の

立
場
で
迎
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
の
も
深
い
ご
縁
が
あ
っ

た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
檀
信

徒
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
老
体
に
鞭
打
ち
精

一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本

年
も
何
卒
皆
様
方
に
は
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

              

各

会

よ

り

挨

拶 
謹
ん
で 

新
年
の
お
慶
び
を 

申
し
上
げ
ま
す 

 

護持会より 

◆護持会費納入について◆ 

月 額  １,０００円 

一年間 １２,０００円 
会費納入はいつでも受付けています。 

問合せ 092（581）1266 

檀信徒総会で挨拶される 

古賀静枝 護持会会長 
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婦
人
会
会
長 

植
村 

 

德 

新
年
あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

昨
年
は
當
山
の
婦
人
会
会

長
に
就
任
さ
せ
て
頂
い
た
も

の
の
、
何
か
と
行
き
届
か
な
い

事
の
多
い
中
、
檀
信
徒
の
皆
々

様
に
は
御
協
力
を
頂
き
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

昨
年
十
一
月
十
五
日
に
順

忠
院
日
貫
上
人
の
十
三
回
忌

を
終
え
、
御
前
様
が
亡
く
な
ら

れ
十
二
年
の
歳
月
が
流
れ
た

の
だ
と
思
っ
た
時
、
日
々
の
流

れ
の
早
さ
に
驚
い
て
お
り
ま

す
。 私

ど
も
家
族
も
妙
教
寺
に

ご
縁
を
頂
き
、
早
二
十
五
年
に

な
り
ま
す
。
亡
御
前
様
、
奥
様

を
は
じ
め
現
住
職
上
人
、
ま
た
、

お
寺
内
務
の
お
上
人
様
方
に

は
色
々
な
事
を
お
教
え
い
た

だ
き
、
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

         
『
懺
悔
文
』
の
一
節
「
幸
い

な
る
か
な
、
我
等
一
分
の
宿
福

あ
っ
て
遭
い
が
た
き
妙
法
に

遭
い
た
て
ま
つ
り
、
法
界
の
霊

主
、
壽
量
佛
の
御
前
に
跪
き
て
、

深
く
懺
悔
滅
罪
の
念
を
生
す

こ
と
を
得
た
り
。
云
々
」 

と
読
み
上
げ
な
が
ら
、
南
無
妙

法
蓮
華
経
に
よ
っ
て
現
世
安

穏
は
あ
る
の
だ
と
心
か
ら
信

じ
お
唱
え
出
来
る
日
々
を
幸

せ
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

又
、
長
い
間
お
世
話
に
な
り

な
が
ら
、
昨
年
十
一
月
十
七
日
、

初
め
て
妙
教
寺
別
院
で
あ
る

元
寇
園
教
会
に
「
芋
掘
り
会
」

に
合
わ
せ
お
参
り
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
堂
に
座
り

合
掌
を
し
な
が
ら
御
前
様
は

晩
年
こ
こ
で
法
華
経
の
道
場

を
建
設
を
す
る
こ
と
を
目
指

し
日
夜
奮
闘
な
さ
っ
て
お
ら

れ
た
の
だ
な
と
思
い
、
感
慨
無

量
の
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
一
月
よ
り
元
寇
園
教

会
の
担
任
と
し
て
御
前
様
の

お
弟
子
で
あ
ら
れ
る
髙
野
英

典
上
人
が
就
任
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
、
今
年
は
皆
様
と
ご
一

緒
に
出
来
る
だ
け
多
く
お
参

り
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
も
色
々
な
行
事
が
あ

り
ま
す
が
、
皆
様
方
に
は
昨
年

同
様
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                        

 

 

              早い仕事より確かな仕事、技術と信用の 

             （有）臼 井 組 
       〒811-2108 福岡県粕屋郡宇美町ゆりが丘 4-3-9 

                                        TEL ０９２－９３２－７３９７ 

建 設 業 

婦人会主催寒修行に参加され
ている植村会長（手前） 
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妙
教
寺
、
並
び
に
元
寇
園
教 

会
の
興
隆
と
檀
信
徒
の
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

尚
、
来
る
一
月
十
七
日
は
、

婦
人
会
主
催
の
寒
修
行
が
行

わ
れ
ま
す
、
皆
様
と
共
に
信
行

に
は
げ
み
、
有
意
義
な
唱
題
修

行
の
一
日
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
、
皆
様
の
御
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

        
 

新
年
を
迎
え
檀
信
徒
の
皆

様
に
は
健
や
か
な
お
正
月
を

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。 

         

平
成
二
十
七
年
度
信
行

会
々
活
動
も
皆
様
方
の
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
昨
年
十
二
月
二
十
日

（
日
）
年
末
総
供
養
会
終
了
後
、

恒
例
に
な
り
ま
し
た
信
行
会

主
催
に
よ
る
特
別
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
、
長

崎
県
佐
世
保
市
、
大
光
寺
山
主 

大
野
光
法
上
人
を
お
迎
え
し

御
法
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

ま
ず
、
ご
自
坊
に
お
見
え
に

な
っ
た
千
ヶ
寺
参
り
を
さ
れ

て
い
る
日
蓮
宗
信
者
の
方
の

信
心
に
つ
い
て
、
続
き
、
中
国

哲
学
の
陰
陽
道
の
太
極
図
を

用
い
て
宇
宙
の
本
体
万
物
は

対
立
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
事
等
の
お
話
を
様
々
な

喩
え
を
交
え
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。 

         

当
日
は
年
末
総
供
養
施
餓

鬼
会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

多
数
の
皆
様
方
に
御
聴
聞
を

頂
き
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い

た
し
ま
し
た
。 

信
行
会
で
は
本
年
も
昨
年

同
様
、
皆
様
方
と
共
に
、
日
蓮

宗
宗
徒
の
心
得
と
し
て
、
日
蓮

聖
人
の
御
教
え
を
学
び
、
自
ら

の
も
の
と
し
て
信
仰
生
活
に

取
り
入
れ
、
又
、
布
教
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
会
員
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

※
活
動
は
月
一
回
第
一
日
曜

日
、
月
例
祈
祷
祭
終
了
後
午
後

十
二
時
よ
り
約
一
時
間
の
予

定
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
会

費
無
料
、
た
だ
し
写
経
の
月
は

初
め
て
の
方
は
資
料
代
と
し

て
多
少
の
ご
負
担
を
頂
き
ま

す
。 内

容
と
し
て
、
御
住
職
上
人

を
は
じ
め
寺
内
各
上
人
様
の

法
話
、
お
経
の
練
習
、
仏
事
作

法
、
写
経
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
法

話
会
な
ど
各
種
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。 

合 

掌 

 

明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

信
行
会
会
長 

松
尾 

勝
次 

 

信行会主催特別講演に於て 

ご法話を頂いた、佐世保市大光寺 

御山主大野光法僧正 

檀信徒総会で挨拶される 

松尾会長（手前） 
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事
業
担
当
長 

臼
井 

義
光 

 

◆
第
二
期
事
業 

追
加
工
事
に
つ
い
て 

 

●
工
事
内
容 

一
、
本
堂
内
陣
・曲
録
新
調
、
登

高
座
仏
具
彩
色
修
復
並

び
に
内
陣
幢
幡
天
蓋
仏

具
移
設
工
事
（
終
了
） 

 

二
、
本
堂
二
階
・
内
陣
幢
幡
天

蓋
仏
具
移
設
に
伴
い
防

犯
カ
メ
ラ
移
設
工
事
（
終

了
） 

 

三
、
境
内
本
堂
庫
裡
水
道
ポ
ン

プ
設
置
工
事
（
終
了
） 

 

四
、
本
堂
外
階
段
修
復
工
事 

 
 

（
本
年
一
月
着
工
） 

     

●
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業 

一
、
宗
門
（
宗
務
院
・
宗
務
所
）

宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年

慶
讃
勧
募
金
（
課
金
）
支

援
（今
後
） 

 

二
、
徒
弟
教
育
の
支
援
（未
定
） 

 

三
、
山
門
入
口
・
駐
車
場
入
口 

段
差
補
修
工
事
（未
着
工
） 

 

四
、
庫
裡
三
階
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
（未
着
工
） 

 

後
少
々
期
間
が
か
か
る
と
思

い
ま
す
が
、
御
理
解
・
御
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年 

慶
讃
記
念
事
業
委
員
会 

 

                          

                          

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年 

慶
讃
記
念
事
業
に
つ
い
て 

本
堂
内
陣
天
蓋
・
幢
幡
移
設
工
事 

登高座修復他一式 
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本堂２階防犯カメラ移設工事 

交
換
後
の 

庫
裡
水
道
ポ
ン
プ 

交
換
後
の 

境
内
井
戸
ポ
ン
プ 

本
堂
入
口
上
カ
メ
ラ 

本
堂
大
掲
示
板
上
カ
メ
ラ 

本
堂
外
階
段
・
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
り 

は
が
れ
落
ち
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト 



- 10 - 

 

       

謹
ん
で
新
春
の 

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

 

昨
年
一
月
に
當
教
会
の
担

任
に
就
任
し
、
早
、
一
年
が
経

ち
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
間
、
妙
教
寺
の
檀

信
徒
の
皆
様
に
は
公
私
共
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

元
寇
園
教
会
は
、
以
前
妙
教
寺

だ
よ
り
二
十
二
号
に
も
記
載

し
て
お
り
ま
し
た
よ
う
に
、
今

か
ら
約
七
四
〇
年
前
に
起
こ

っ
た
元
寇
の
役
（
蒙
古
襲
来
）

で
亡
く
な
ら
れ
た
彼
我
両
軍

殉
難
者
を
は
じ
め
先
の
大
戦

で
亡
く
な
ら
れ
た
戦
没
者
等
、 

    

数
多
く
の
霊
を
弔
う
為
に
建

立
さ
れ
た
法
華
経
供
養
霊
場

で
す
。 

         

本
堂
の
建
立
が
昭
和
四
十

一
年
で
そ
の
後
二
回
に
わ
た

り
増
築
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
最

初
の
建
立
よ
り
今
年
で
ち
ょ

う
ど
五
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
今
で
は
老
朽

化
が
進
み
、
ま
た
、
先
（
平
成

十
七
年
三
月
）
の
福
岡
西
方
沖

地
震
や
白
蟻
被
害
に
よ
り
内

外
各
所
の
痛
み
が
見
ら
れ
る

現
状
で
す
。
本
年
の
目
標
は
そ

う
し
た
部
分
を
少
し
ず
つ
で

す
が
有
志
者
方
の
お
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
家
族
と
共
に
、

元
寇
園
教
会
の
「
日
蓮
聖
人
御

降
誕
八
〇
〇
年
記
念
事
業
」
と

し
て
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
妙

教
寺
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
は

妙
教
寺
別
院
と
し
て
ご
理
解

ご
協
力
を
頂
き
、
お
見
守
り
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

※
元
寇
園
教
会
行
事
（
本
院
の

行
事
と
重
な
っ
た
場
合
は
変

更
有
り
） 

・
基
本
的
に
毎
月
十
七
日
・
二

十
三
日
は
施
餓
鬼
供
養 

・
六
月
：
さ
つ
ま
芋
の
苗
植
え

十
一
月
：
芋
の
収
穫 

・
そ
の
他
、
不
定
期
に
野
菜
等

の
農
園
作
業
（
週
に
一
～
二
度
） 

尚
、
ご
参
加
（
お
参
り
）
を

希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
来
院
下
さ
い
。
車
に
て
送
迎

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

又
、
直
接
お
参
り
さ
れ
る
方

は
留
守
を
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
妙
教
寺
ま
で

お
電
話
ご
連
絡
を
し
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

               

元

寇

園

教

会

よ

り 
元
寇
園
教
会
担
任 

髙 
野 

 

英 

典 

元
寇
園
教
会
の
位
置
図 

元寇園教会 

元
寇
の
役
・
彼
我
両
軍
の
殉
難
者
他 

数
多
く
の
霊
を
祭
る
万
霊
供
養
塔 
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日
蓮
聖
人
の
有
力
な
大
檀

越
で
あ
る
富
木
五
郎
常
忍
氏

が
こ
の
年
二
月
死
去
し
た
母

尼
の
遺
骨
を
奉
じ
て
、
身
延
の

聖
人
を
訪
れ
た
時
、
そ
の
富
木

氏
に
託
し
た
病
床
の
尼
御
前

を
慰
諭
さ
れ
た
書
状
。 

内
容
は
ま
ず
尼
御
前
が
夫

を
助
け
、
姑
に
仕
え
た
労
を
い

た
わ
り
、
そ
の
功
を
讃
嘆
し
、

強
盛
の
信
心
に
安
住
す
れ
ば

病
も
平
癒
す
る
で
あ
ろ
う
と

数
々
の
譬
え
を
挙
げ
て
激
励

さ
れ
る
御
書
で
す
。 

え
て
し
て
私
達
は
目
に
見

え
な
い
も
の
に
支
え
ら
れ
、
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
付

か
な
い
も
の
で
す
。
仏
祖
三
宝

様
の
お
姿
は
像
と
し
て
見
え

て
も
、
そ
の
ご
支
配
下
さ
っ
て

い
る
こ
と
、
ご
先
祖
さ
ま
や
両

親
の
存
在
は
知
っ
て
い
て
も

そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ

と
、
御
遺
文
で
示
し
て
あ
る
よ

 
富
木

と

き

尼あ
ま

御
前

ご

ぜ

ん

御
書

ご

し

ょ 

や
の
は
し
る
事
は
弓
の
ち
か
ら
、 

く
も
の
ゆ
く
こ
と
は 

り
う
（
竜
）
の
ち
か
ら
、 

を
と
こ
の
し
わ
ざ
は 

女
（
め
）
の
ち
か
ら
な
り
。 

い
ま
と
き
ど
の
の
こ
れ
へ 

御
わ
た
り
あ
る
事
、
尼
ご
ぜ
ん
の 

御
力
な
り
。 

（ 

建
治
二
年 

聖
寿
五
十
五
歳 

） 

日
蓮
大
聖
人
の
お
こ
と
ば 

⑮ 

阿仏房夫妻の子、遠藤盛綱もまた佐渡より
亡父（阿仏房）の遺言により遺骨を埋葬す
る為身延へと赴いた。（御一代記より） 

現
代
語
訳 

矢
が
飛
ぶ
の
は
弓
の
力
に
よ

る
も
の
で
す
し
、
雲
が
行
く
の
は

竜
の
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の

よ
う
に
、
夫
の
行
な
い
は
妻
の
力

に
よ
る
と
い
う
の
が
人
の
世
の

習
い
で
す
。
い
ま
富
木
殿
が
、
こ

の
山
深
い
身
延
の
里
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
ひ
と
え

に
妻
で
あ
る
あ
な
た
の
お
力
に

よ
る
も
の
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。 
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う
に
妻
の
姿
は
日
々
目
に
し

て
い
て
も
、
そ
の
影
で
の
内
助

の
功
に
は
な
か
な
か
気
が
付

か
な
い
よ
う
で
す
。 

周
り
の
全
て
に
感
謝
の
気 

                 

昨
年
十
二
月
二
十
日
、
當
山

総
供
養
施
餓
鬼
会
に
合
わ
せ
、 

持
ち
を
忘
れ
ず
に
合
掌
の
心 

で
毎
日
を
過
ご
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

      

信
行
会
主
催
の
特
別
講
演
で
、 

佐
世
保
市
の
大
光
寺
御
山
主 

大
野
光
法
僧
正
の
御
法
話
を

拝
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

千
箇
寺
参
り
を
さ
れ
て
い

る
方
の
話
の
中
で
、
「
も
っ
と

早
く
か
ら
信
心
を
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
。
」
と
、
そ
の
方

が
言
わ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
大

野
光
法
僧
正
は
、
「
信
心
に
早

い
遅
い
は
関
係
な
く
、
ど
ん
な

信
心
を
す
る
か
。
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。
私
も
、
そ

う
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
信

心
と
は
人
か
ら
言
わ
れ
て
、
気

が
付
い
て
す
る
も
の
で
は
な

く
、
自
分
で
自
ら
が
気
が
付
き

心
か
ら
進
ん
で
す
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
幸
い
、
有
難
い

こ
と
に
私
は
、
信
心
が
厚
い
家

柄
に
産
ま
れ
、
そ
の
環
境
に
恵

ま
れ
育
ち
、
自
ず
と
信
心
に
対

す
る
心
根
と
も
い
い
ま
し
ょ

う
か
。
自
然
に
身
に
つ
い
て
お

り
、
両
親
を
始
め
御
先
祖
様
に

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

利
益
＝
信
心
と
な
っ
て
い

る
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
確

か
に
人
間
は
欲
が
深
い
生
き

物
で
す
。
で
も
だ
か
ら
こ
そ
、

魂
を
修
行
さ
せ
成
長
さ
せ
る

輪
廻
転
生
を
す
る
の
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
な
ぜ
人
は
信
心

を
す
る
の
か
、
そ
れ
は
自
分
を

律
す
る
た
め
に
す
る
の
で
は

な
い
か
と
、
ま
る
で
自
分
の
姿

を
鏡
に
映
す
如
く
。
そ
し
て
、

日
蓮
大
聖
人
様
、
大
黒
様
、
鬼

子
母
神
様
の
多
く
の
仏
様
は 

                        

投

 

稿

 

欄 

投

 

稿

 

欄 

投

 

稿

 

欄 

投

 

稿

 

欄 

投

 

稿

 

欄 

投

 

稿

 

欄 

投

 

稿

 

欄 

投

 

稿

 

欄 

投

 

稿

 

欄 

投

稿

欄 

師
走
の
年
の
瀬
に 

護

持

会

会

計 

事
業
担
当
補
佐 

三
好 

康
昭 

日
蓮
宗
事
典 

 
 
 
 

 

日
蓮
宗
電
子
聖
典 

参
考 
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我
々
に
お
姿
を
御
見
せ
に
な 

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
、
仏

像
と
し
て
。
こ
の
仏
像
を
大
切

に
お
守
り
す
る
尊
ぶ
こ
と
も

信
心
に
大
切
だ
と
、
大
野
光
法

僧
正
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、

そ
う
考
え
思
い
ま
し
た
。 

         

「
妙
法
蓮
華
経
」
の
言
葉
の

意
味
を
説
か
れ
る
時
に
、
陰
陽

道
の
話
を
お
り
込
ま
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
私
は
中
国
で

陰
陽
に
つ
い
て
、
一
年
に
一
度

中
国
に
足
を
運
び
学
ん
で
参

り
ま
し
た
。
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス

、
陰
陽
五
行
説
。
懐
か
し
い
も

の
で
す
。
そ
の
他
の
事
も
で
す

が
、
一
年
の
終
わ
り
に
本
当
に

貴
重
な
御
法
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
多
忙
な
日
々
の
中
で

、
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た

事
柄
を
思
い
出
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
来
年
の
年
を
心
新
た
に

迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
。 

大
野
光
法
僧
正
様
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

合 

掌 

        

晩
秋
十
一
月
十
七
日
、
小
雨

の
中
で
芋
掘
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
お
寺
さ
ん
の
お
声
か
け

で
総
勢
二
十
名
の
お
檀
家
の

皆
様
が
志
賀
島
の
海
の
見
え

る
元
寇
園
教
会
の
小
高
い
丘

の
芋
畑
に
集
合
。
辺
り
一
面
森

葉
の
樹
林
と
竹
笹
に
囲
ま
れ
、

秋
の
気
配
も
薄
ら
い
だ
と
こ 

ろ
で
の
芋
掘
り
で
蔓
の
刈
り

取
ら
れ
た
芋
首
の
近
く
の
畝 

         

に
鍬
を
入
れ
、
一
起
こ
し
す
る

と
赤
茶
色
の
大
小
の
芋
達
が 

顔
を
も
た
げ
、
今
日
は
!!
…
と

…
あ
っ
た
…
!!
…
次
は
…
次

は
…
と
子
供
の
頃
芋
掘
り
を

し
た
想
い
出
と
重
な
り
合
わ

せ
歓
喜
の
声
々
を
あ
げ
希
望

と
気
炎
で
皆
満
ち
て
い
た
。
小

雨
の
中
の
楽
し
い
一
時
の
芋

掘
り
に
時
を
忘
れ
た
晩
秋
の

勘
当
に
あ
ふ
れ
た
楽
し
い
芋

掘
り
で
し
た
。 

                     
小雨の中、芋ほりを楽しむ 

参加者の皆さん 

軽トラックいっぱい収穫された 

サツマイモと参加者の皆さん 

大野上人の法話に聞き入る 

檀信徒の皆さん 

編
集
部
よ
り 

妙
教
寺
だ
よ
り
編
集
部
で
は
、
皆

様
か
ら
の
投
稿
を
、
募
集
致
し
て

お
り
ま
す
。
内
容
は
お
寺
の
行
事

に
つ
い
て
ま
た
は
、
体
験
談
や
疑

問
・質
問
な
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

南
区
那
の
川 

 

本
田 

準
子 

 
   

   
   

下
田 

京
子 

晩
秋
の
芋
ほ
り 
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當
山
で
は
、
例
年
一
月
の
星

祭
り
に
お
い
て
新
し
い
御
札

の
受
け
渡
し
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。 

そ
の
中
で
、
特
に
多
く
の
方

が
お
求
め
に
な
る
の
が
普
賢

三
宝
荒
神
札
（
台
所
）
と
烏
枢

沙
摩
明
王
札
（
お
手
洗
）
の
二

つ
で
す
が
、
今
回
は
そ
の
う
ち

の
普
賢
三
宝
荒
神
様
に
つ
い

て
説
明
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 普

賢
三
宝
荒
神
は
、
お
札
の

内
側
の
黄
色
い
紙
に
描
か
れ

て
い
る
神
様
で
三
つ
の
顔
に

六
本
の
腕
を
持
ち
、
髪
を
逆
立

て
た
恐
ろ
し
い
顔
を
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
は
不

浄
や
災
難
を
決
し
て
見
逃
さ

ず
払
う
と
い
う
心
の
現
れ
で

す
。 

             

火
と
竈
を
つ
か
さ
ど
る
神

様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
、

仏
壇
で
は
な
く
家
で
最
も
清

浄
と
さ
れ
る
台
所
に
神
棚
を

設
け
て
お
祀
り
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
す
。
神
棚
が
無
い
お

宅
で
も
台
所
の
壁
に
お
札
を

貼
り
付
け
て
お
守
り
い
た
だ

い
て
い
る
所
が
多
い
で
す
。 

ま
た
、
日
蓮
宗
で
は
普
賢
三

宝
荒
神
の
名
の
通
り
普
賢
菩

薩
の
お
姿
の
一
つ
と
し
て
扱

わ
れ
、
普
賢
菩
薩
は
法
華
経
の

最
後
の
章
『
普
賢
菩
薩
勧
発
品
』

に
お
い
て
、
「
末
法
に
法
華
経

を
受
持
す
る
者
を
守
護
し
、
い

か
な
る
魔
も
そ
の
魔
手
を
の

ば
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

に
し
、
ま
た
こ
の
経
を
読
誦
す

れ
ば
六
牙
の
白
象
王
に
乗
っ

て
行
者
の
前
に
身
を
現
わ
そ

う
」
と
、
私
ど
も
末
法
の
世
に

お
い
て
法
華
経
を
信
仰
す
る

者
達
を
守
護
す
る
と
誓
願
を

立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

御
札
を
自
宅
に
持
ち
帰
ら

れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
台
所
に
お

祀
り
い
た
だ
き
ま
し
て
今
年

一
年
の
家
庭
の
安
穏
を
ご
祈

念
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

参
考
資
料 

日
蓮
宗
事
典 

 

                        

 

 

 

民間車検工場 
井上自動車株式会社 
福岡市博多区麦野 1-1-38 
TEL：092-581-4607 

         FAX：092-581-4796 

都
市
高
速 

筑紫通り 

麦野交差点 

県道 112 号 

ｳｴｽﾄ 

筑紫通り入口 

仏
事
作
法 

[
普
賢
三
宝
荒
神] 

當
山
修
徒 

 
高 

野 

英 

一 

 

② 

②
普
賢
三
宝
荒
神
様
の
拡
大
図 

① 

①
當
山
か
ら
お
渡
し
す
る 

普
賢
三
宝
荒
神
札 
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地
方
発
送
承
り
ま
す

行事スナップ  

苺ひよ子 11 個入 

価格 1,620 円 
（本体 1,500 円） 

苺ひよ子 ７個入 

価格 1,080 円 
（本体 1,000 円） 

 檀信徒様のお買い上げは、当店に限り 10％

引きとさせていただきますので、ご気軽に

ご来店下さいませ。お待ちしております。 

名菓ひよ子 イオン大野城店 
大野城市錦町 4 丁目 1-1 イオン大野城 1 階 

TEL・FAX ０９２－５９２－２１２６ 

当店おすすめ商品 

ひよ子の愛らしい形をそのままに 

あまおう苺入りの餡を包んだ 

冬限定の「苺ひよ子」です。 

福岡・冬限定販売 

「苺ひよ子」 

12/20 年末総供養会 
信行会主催特別講演 本年は佐
世保市大光寺御山主 大野光法
僧正よりご法話を頂きました 

11/17 元寇園教会唐芋収穫
祭。今年は約 20 名の役員有
志の方が参加されました 

11/15 順忠院日貫上人 
第１３回忌法要奉行 

11 月中旬 花を咲かせてく
れた菊鉢。私達の心を癒して
くれました 

10/18 お会式法要後、唐津
市龍王寺副住職 福山浄瑛
上人の法話を頂きました 

10/11 お会式桜作り 
各会役員並に檀信徒有志の
方約 20名の参加ありました 
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◎
１
月
17
日
（第
３
日
曜
） 

 
 
 

午
前
10
時
よ
り 

・婦
人
会
主
催
寒
修
行 

◎
２
月
７
日
（第
１
日
曜
） 

 
 

 

午
前
10
時
よ
り 

・月
祈
祷
祭
、
節
分
追
儺
会 

◎
２
月
28
日
（第
４
日
曜
） 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

◎
３
月
６
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り 

・月
祈
祷
祭 

 

◎
３
月
17
日
（
木
）
～
23
日
（
水
） 

 
 

 

早
朝
よ
り 

・春
季
彼
岸
棚
経
廻
り 

◎
３
月
27
日
（第
４
日
曜
） 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

・春
季
彼
岸
施
餓
鬼
供
養
会 

◎
４
月
３
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り 

・月
祈
祷
祭 

 

◎
４
月
10
日
（第
２
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・花
ま
つ
り 

釈
尊
降
誕
会 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 

   

◎
５
月
１
日
（第
１
月
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 

◎
５
月
29
日
（第
５
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

・平
成
28
年
檀
信
徒
総
会 

 

◎
６
月
５
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 
◎
６
月
26
日
（第
４
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 ◎
７
月
３
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 

◎
７
月
24
日
（第
４
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・土
用
丑
秘
法
ほ
う
ろ
く
灸 

祈
祷
会 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

◎
７
月
31
日
（第
５
日
曜
） 

午
前
９
時
よ
り 

・盆
前
大
掃
除 

 

 

◎
８
月
７
日
（第
一
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 

午
後
12
時
よ
り 

・三
沢
清
正
公
堂
大
掃
除 

◎
８
月
８
日
（月
）～
15
日
（月
） 

早
朝
よ
り 

・盂
蘭
盆
棚
経
廻
り 

◎
８
月
21
日
（第
３
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・盂
蘭
盆
施
餓
鬼
供
養
会 

・順
正
院
日
賢
上
人 

第
十
七
回
忌
法
要 

             

                        

平
成
28
年
行
事
予
定
（１
月
～
８
月
） 

発 

行 

所 
 
 

非 

売 

品 

大
野
城
市
錦
町
二
丁
目
一
番
二
七
号 

春
日
山 

 

妙 

教 

寺 

〇
九
二
（
五
八
一
）
一
二
六
六 

≪御霊屋・納骨堂 加入者募集≫ 
○近代的格調高い 

○耐久性にすぐれる 

○御先祖様をおまつりするのに 

相応しい荘厳な佇まい 

 
※一時払い不可能な方は、分割払い制度をご利用下さい。 
※詳しくは、お寺又は護持会事務局までお問い合わせ下さい。 

春日山 妙教寺 ０９２－５８１－１２６６ 

 
※
行
事
予
定
日
・
時
間
は
、
変
更
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
発
送
し
ま
す
案
内
で

ご
確
認
下
さ
い
。 

◎
毎
月 

第
１
日
曜
日
は 

・信
行
会 

（
12
時
よ
り
） 

（１
月
・８
月
は 

諸
行
事
の
為
休
み
ま
す
） 

 

・
12
月
の
信
行
会
は
特
別 

講
演
と
な
り
ま
す 

 

・三
沢
清
正
公
堂
お
参
り 

 
 

 
 

 
 

 
   

（午
後
よ
り
） 


